外来・通所　カンファレンス記録
	平成20年　10月　16日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会　上野　葉子　　　記録　小松　美智子
	A.O.M.
	S.G.M.

	
	
	
	


	下舘
	兵藤
	服部
	木村
	上野
	中居
	小松
	川井
	山田（沙）
	山田（万）

	出張
	○
	業務
	○
	○
	有休
	○
	業務
	業務
	欠勤

	谷藤
	田中
	向
	佐々木

	業務
	業務
	○
	業務


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 「障害者自立支援法の抜本的見直しをさらに求めることに関する請願書」署名のお願いがきている。

· インフルエンザ予防接希望について利用者様に確認をしていく。メンバーの実施日は11/12～11/14と外来受診日のいずれか。確認したら担当スタッフ（上野）まで連絡すること。

＜外来患者様情報＞

· 細越　定生　様～採血の実施。検査の結果、糖（-）、蛋白（2+）。体重123kg。前回と変わりはな

い。

· 大久保　恒夫様～センナリドだと腹痛があるとの事でアローゼンのみになっている。

· 小野寺　文明様～自分の処方内容がわからないとの事で、薬事情報を希望している。

· 平　　康子　様～富田様との金銭トラブルに関しては、青明舎と相談して行くこととしている。

· 中居　松男　様～「夜も寝ているが、昼も眠い」と話している。

· 山田　健次　様～変わりないとのこと。

· 船場　幸子　様～青山荘の部屋が2階で落ち着いたと話している。

· 奥山　以依子様～便秘したけど、久しぶりに出てスッキリしたとのこと。「1週間に1回が丁度い　　

い」と話す。

· 種市　久子　様～アパートで嫌がらせがあり、イライラしているとの事。

· 長瀬　紘一郎様～「眼鏡が壊れて525円で修理してきた。」との事。インフルエンザについては、

葉書がきたら申し込むとの事。

· 大久保　康弘様～睡眠は、7～8時間とれているとのこと。

· 佐藤　朗子　様～11/13にインフエンザ申し込んだとのこと。

· 上久保　善郎様～「3月まで青山荘にいる。」とのこと。それまで、外泊訓練を繰り返していくと

のこと。

· 中居　美津子様～「神山さんにストーカーされている。アパートに松平の人がいるから来ているみ

たい。心配だ。青明舎に月1回の訪問を入れてもらおうと思っている」とのこと。

· 柳町　信之様～4～5日に1回排便があり、硬くないとのこと。

· 鹿原　博夫様～幸房について「順調に出来ている。給料も貰っているが、チラシ配りのほうが高い」

と話している。

· 前野　義勝様～帯状疱疹については、痛み止めを貰って、軟膏と注射と温感マッサージをしている

とのこと。左胸部～背中にかけて痛いとのこと。

＜通所利用者様情報＞

· 前野　義勝様～昨日、ナイトケア、幸房休まれている。今後、前回と同様に通所されなくなる可能

性もある為、赤田外科受診時に帯状疱疹について何を話されたのか確認をし本人様の状況について把握する。

· 繁名　和恵様～「○○会の呪文を唱えたら具合が悪くなった」「昔いじめられたことを思い出して

具合が悪くなった」など不調を訴え早退希望している。具合が悪いのであれば、静養室にて休むなどしてなるべくデイケアで過ごすよう促すと、渋々納得し静養室にて休んでいる。日中はなるべくデイケアで過ごす事を目標としているため、不調訴えた場合は、すぐに帰荘ではなく、休んで様子をみるよう促して行く。。

· 岩織　由美子様～「青山荘スタッフに昼になったら帰ってもいいって言われたから帰ります」と話

されている。体調が悪いのか問うと、スタッフに背を向けたまま頷きそのまま帰荘している。青山荘スタッフへ情報提供している。

· 田中　宏明　様～昨日、17時半に夕食を食べてすぐ寝てしまったとのこと。その後、21時に起き

てアニメーション作りをし、1時～2時までは寝たが、それからはずっとおり、そのままデイケア通所されたとのこと。まとまった睡眠がとれず疲れたとのことで、昨日は早退している。スタッフから夕食を遅く取ることなどアドバイスしている。また、就床前薬を何時に服用しているのか確認し、生活リズムの改善について検討していく。

また、アニメーション作りを依頼されていた件について「お金がもらえるみたいなんです」と話されている。賃金が発生するとトラブルになりやすく、相手との関係もメールのやり取りだけである事、詐欺などの可能性もある為、自分自身だけで決めず保護者にも相談するよう促している。

· 田中　　一　様～昨日、お母様が倒れた為、今月いっぱい看病で欠席すると連絡あり。その後再度

連絡あり、硬膜外出血であったと報告あったとのこと。今まで家事は母親様が行っていたとのことで、親戚関係や利用できるサービスなどを病院PSWが確認していくこととなっている。

· 大久保　律子様～入浴後、眼球上転したと本人より報告あり。頭が痛く、ボーっとすると話してお

り、声掛けに対し反応の鈍さもみられる。本人より「４時半に細越さんから電話がきて恒夫と話してて、細越さんの電話の声が大きくて起きる。今日は、朝の6時に家に来て、恒夫でかけてるって言ったら家に上がっていいかって言われて中に入ったし。そのまま、朝ご飯も食べていって。最近ご飯を食べさせている状態でそれでお金が足りなくなる。恒夫には、自分が管理が出来てないって言われるし」と不満を話されている。本人、誰にも言わないで欲しいと話されているため、介入はせず傾聴するに留めている。本人から訴えがあった場合は、話を傾聴してストレスの軽減を図り、必要があれば本人に了承を取りながら介入していくこととしている。

＜事例検討＞

神山　和典様（55）　統合失調症

ナイトケア開始年月日：平成15年10月1日（4年9ヶ月）

通所利用日：月・水・金

デイケア治療計画

1 生活面での悩み等、相談出来る場の提供をし、話を傾聴する。

2 生活状況を聞き、金銭管理が出来ていない場合は、適宜アドバイスする。

現在の様子

· ナイトケア通所に関しては、祝日などのときは休まれる程度である。利用日を減らしたいと訴えることがあったが、現在は不満を話す事はなく、通所している。

· 先月、親しくしていた友人が入院し、表情も冴えず不機嫌さもあったが、現在は落ち着かれ「今は、大丈夫です」と話している。

· 金銭管理については、上記の友人に金銭を貸したり、食費を賄ったりしてお金が足りないと訴えることがあった。現在はそのような金銭的トラブルはなく、なんとかやりくりされているとのこと。

· 本人、幸房で疲れているとのことで寝ている事が多い。以前、「ナイトケアは暇でやることがない」と話されていたが、何かレクリエーションなどを促すと「疲れているから」とやろうとすることはない。話し掛けると、近況などを色々と話し始めている。

今後は

· 治療計画は現状維持。今後も引き続き、本人様が悩みや話を出来る場を提供していく。

· 幸房については、2年という期間もある為、今後の方向性について話し合いをし、本人の就労に対する意思を確認していく。










